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 研究要旨：自己免疫性膵炎の診断において、血清 IgG4 高値は必ずしも疾患特異的ではない。本研究

は、我々の発見した自己免疫性膵炎の新規自己抗体の ELISA 測定計を開発し、臨床的有用性について検

討することを目指すものである。
 
Ａ．研究目的 

  我々が発見した自己免疫性膵炎の新規自

己抗体を測定するELISAキットを開発し、

臨床応用を目指す。 

 

Ｂ．研究方法 

   ラミニン511のエピトープ同定、および

新たな自己抗原同定により、汎用性のある

ELISAキットの開発する。 

（倫理面への配慮） 

 京大内の倫理委員会の承認を得た上で行

なっている。 

 

Ｃ．研究結果 

   自己免疫性膵炎の自己抗原ラミニン511

を同定し、それに対する自己抗体測定系を

樹立した。更に、ラミニン511に関連した

新たな自己抗原を同定した。しかし、いま

だ4割ほどの患者では抗原が不明であり、

さらなる自己抗原の探索を行い、同時にこ

れらを用いた診断キットの開発を進めて

いる。また、特異度の上昇のためエピトー

プ同定も進めている。現時点では、自己免

疫性膵炎の診断に使用されている血清IgG

4と比較し、精度の優位性を示すことはで 

 

きていない。 

 

Ｄ．考察 

   臨床応用を目指すうえで、さらに精度の

向上、新規自己抗体の同定を進める必要が

ある。 

 

Ｅ．結論 

 自己免疫性膵炎の診断において、抗ラミニ

ン511自己抗体測定が一定の有用性を持つこ

とが示されたが、さらなる改良が望まれる。 
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